
様式第２号（その２）

必
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選
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授
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1 前 2 ○ 3 2 1 兼7

1・2・3・4 前後 2 ○ 1 1 兼2

1・2・3・4 前後 2 ○ 1 兼2

ー 6 3 2 1 1 兼11

英語I 1 通 4 ○ 7 4 1 兼41

英語II 2 通 4 ○ 3 6 1 兼34

英語III 3・4 通 4 ○ 1 1 1 兼7

ドイツ語I 1 通 4 ○ 1 兼4

ドイツ語II 2 通 4 ○ 兼2

ドイツ語III 3・4 通 4 ○ 1 兼1

フランス語I 1 通 4 ○ 1 兼4

フランス語II 2 通 4 ○ 1 兼4

フランス語III 3・4 通 4 ○ 1 兼2

スペイン語I 1 通 4 ○ 1 1 兼5

スペイン語II 2 通 4 ○ 兼2

スペイン語III 3・4 通 4 ○ 1 兼1

ポルトガル語I 1 通 4 ○ 1 兼2

ポルトガル語II 2 通 4 ○ 1 兼2

ポルトガル語III 3・4 通 4 ○ 1 兼2

ロシア語I 1 通 4 ○ 兼2

ロシア語II 2 通 4 ○ 1 兼2

ロシア語III 3・4 通 4 ○ 1 兼2

中国語I 1 通 4 ○ 2 4 兼10

中国語II 2 通 4 ○ 1 兼4

中国語III 3・4 通 4 ○ 1 兼1

日本語I 1 通 4 ○ 兼4

日本語II 2 通 4 ○ 兼4

日本語III 3・4 通 4 ○ 1 兼2

ー 96 16 18 2 兼144

哲学 1・2 前 2 ○ 兼1

論理学 1・2 後 2 ○ 兼1

倫理学 1・2 後 2 ○ 兼1

文学 1・2 後 2 ○ 1 2 兼4

コミュニケーション論 1・2 後 2 ○ 1 兼1

文化人類学 1・2 前後 2 ○ 兼1

法学 1・2 前 2 ○ 1

政治学 1・2 前 2 ○ 1 兼1

経済学 1・2 前 2 ○ 1

社会学 1・2 前後 2 ○ 1 兼1

心理学 1・2 前後 2 ○ 3 2 兼4

統計学 1・2 後 2 ○ 1 兼1

数学 1・2 前 2 ○ 1 兼1

物理学 1・2 前後 2 ○ 2 兼2

ー 28 5 12 兼19

1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4 前 2 ○ 2 1 兼3

ー 8 3 1 兼5

東海地方の歴史・文化 1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼2

日本の歴史・文化 1・2・3・4 前後 2 ○ 2 3 兼6

アジアの歴史・文化 1・2・3・4 前後 2 ○ 2 兼3

ヨーロッパの歴史・文化 1・2・3・4 前後 2 ○ 3 兼3

南北アメリカの歴史・文化 1・2・3・4 前 2 ○ 1 1 兼2

世界の宗教 1・2・3・4 前 2 ○ 兼4

世界の文学 1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼１

民族と国家 1・2・3・4 後 2 ○ 兼１

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育福祉学部　社会福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考配当年次
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目

小計（　　２４　科目） ー

情
報
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目

情報処理A

情報処理B

情報処理C

小計（　　３　科目）

ー

特
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特別講義A

特別講義B

特別講義C
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ー
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な
多
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教
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教
　
養
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小計（　　１４　科目）

集中

集中
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科目
区分

授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考配当年次

国際関係 1・2・3・4 前後 2 ○ 1 2 兼5

1・2・3・4 前 2 ○ 1 兼１

日本の文化 1・2・3・4 前 2 ○ 1 2 兼3

ー 22 11 8 兼31

芸術の世界 1・2・3・4 前 2 ○ 2 兼2

人文地理学入門 1・2・3・4 前 2 ○ 1 兼1

日本国憲法 1・2・3・4 前後 2 ○ 1 兼2

共生と法 1・2・3・4 後 2 ○ 1

ジェンダー論 1・2・3・4 前 2 ○ 兼1

1・2・3・4 前 2 ○ 1 兼1

社会福祉 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4 前 2 ○ 1

1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

日本の社会 1・2・3・4 後 2 1 兼1

ー 22 7 2 兼11

情報科学入門 1・2・3・4 前後 2 ○ 1 兼5

生物学 1・2・3・4 前 2 ○ 1 兼2

化学 1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼1

地球科学 1・2・3・4 前後 2 ○ 1 兼2

科学史 1・2・3・4 前 2 ○ 1 兼1

科学技術と人間・社会 1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼1

環境科学 1・2・3・4 後 2 ○ 兼1

ー 14 4 1 兼13

1・2・3 後 2 ○ 1 兼1

1・2・3 通 2 ○ 1 兼1

ー 4 1 兼2

1・2・3・4 前 2 ○ 2 兼1

1・2・3・4 後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4 前後 2 ○ 4 兼11

ー 2 4 4 兼13

3・4 前 2 ○ 1 兼1

3・4 後 2 ○ 1 1 兼2

3・4 前 2 ○ 1 兼1

3・4 後 2 ○ 1 1 兼1

3・4 後 2 ○ 1 兼1

3・4 後 2 ○ 1 兼1

ー 12 4 4 兼7

ー 52 42 3 1 兼253

1 前 2 ○ 1 兼１

1 前 2 ○ 1

1 後 2 ○ 1

1 通 4 ○ 1

教育発達学A 1 前 2 ○ 兼２

教育発達学B 1 後 2 ○ 兼１

小計（６科目） ー 10 4 0 1 0 1 0 0 兼4

基礎演習 1 前 2 ○ 4

1 通 4 ○ 2

1 前 2 ○ 1

1 後 2 ○ 1

文献講読 3 通 4 ○ 1 3

哲学 3・4 後 2 ○ 兼１

倫理学 3・4 通 4 ○ 兼１

小計（７科目） ー 10 14 0 5 3 1 0 0 兼2

2 通 4 ○ 2

3 通 4 ○ 1

権利擁護と成年後見制度 3・4 後 2 ○ 1

社会保障論 2・3 通 4 ○ 1

3・4 通 4 ○ 1

化
共
生

多文化社会におけるコミュニケーション

小計（　　１１　科目）

科
　
目

ー

集中

ー

科
学
技
術
と
人
間

小計（　　７　科目） ー

社
会
に
お
け
る
人
間

社会調査入門

生涯教育論

臨床発達心理学

コミュニティにおけるコミュニケーション

キャリアデザイン

インターンシップ

小計（　　２　科目）

小計（　　１１　科目）

総合演習F

小計（　　６　科目）

ー

健
康
・
ス

ポ

ー

ツ
科
目

健康科学

生涯スポーツ論

スポーツ実習

小計（　　３　科目） ー

キ
ャ

リ
ア

教
育
科

目

総合演習B

総合演習C

総合演習D

総合演習E

ー

合計（　８４ 科目） ー

学
部
共
通
科
目

教育福祉科学基礎論

社会福祉学概論Ⅰ

社会福祉事業史

社会福祉学概論Ⅱ

総
合
演
習
科
目

総合演習A

基
礎
科
目

現代社会論

心理学概論A

心理学概論B

ー

社
会

社会調査法

社会福祉法制

経済学（国際経済を含む）
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授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考配当年次

地域社会学A 3・4 前 2 ○ 1

地域社会学B 3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

国際法総論 3・4 通 4 ○ 兼１

3・4 通 4 ○ 兼１

3・4 通 4 ○ 兼１

小計（１２科目） ー 12 38 0 1 3 0 0 0 兼3

1・2 前 2 ○ 兼１

1・2 後 2 ○ 兼１

臨床心理学 2・3 通 4 ○ 1

臨床発達心理学 3・4 後 2 ○ 1

3・4 通 4 ○ 兼１

2・3 後 2 ○ 1

医学概論 2 後 2 ○ 兼１

公衆衛生学 2 前 2 ○ 兼１

精神医学 3 通 4 ○ 兼１

精神保健学 3 通 4 ○ 兼１

精神科リハビリテーション学 4 通 4 ○ 1

小計（１１科目） ー 12 32 0 1 1 0 0 0 兼6

ソーシャルワーク論Ⅰ 1 通 4 ○ 1

ソーシャルワーク論Ⅱ 2 通 4 ○ 1

ソーシャルワーク論Ⅲ 4 通 4 ○ 1

児童福祉論Ⅰ 1 前 2 ○ 1

児童福祉論Ⅱ 1 後 2 ○ 1

児童養護論 2・3 前 2 ○ 1

子ども発達支援論 3・4 前 2 ○ 1

高齢者福祉論 2・3 通 4 ○ 1

2・3 前 2 ○ 1

公的扶助論 2・3 後 2 ○ 1

リハビリテーション論 3・4 後 2 ○ 1

3・4 前 2 ○ 1

3・4 後 2 ○ 1

就労支援論 3・4 後 2 ○ 1 2 1

司法福祉論 3・4 前 2 ○ 兼１ 集中

介護福祉論 1 後 2 ○ 兼１

身体福祉論 3・4 後 2 ○ 1

家族福祉論 3・4 前 2 ○ 1

福祉女性学 3・4 前 2 ○ 1

精神保健福祉論 3・4 通 4 ○ 1

3 通 4 ○ 兼１

小計（２１科目） ー 12 54 0 3 4 2 0 0 兼3

児童養護実践論 2・3 後 2 ○ 1

1 後 2 ○ 2 1

2 通 4 ○ 3

4 通 4 ○ 1 2

4 通 4 ○ 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 前 2 ○ 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3 通 4 ○ 2 4 2

3 通 4 ○ 2 4 2

精神保健福祉援助実習 4 通 6 ○ 2 1

小計（９科目） ー 6 32 0 4 6 2 0 0

地域福祉論 3 通 4 ○ 1

社会福祉行財政論 3・4 後 2 ○ 1

福祉計画論 3・4 前 2 ○ 1

社会福祉運営管理論 3・4 前 2 ○ 1

公共政策論 3・4 前 2 ○ 1

ボランティア社会論 3・4 前 2 ○ 1

多文化社会論A 3・4 前 2 ○ 1

多文化社会論B 3・4 後 2 ○ 1

小計（８科目） ー 10 18 0 2 4 0 0 0

基
　
　
　
幹
　
　
　
科
　
　
　
目

会
シ
ス
テ
ム

家族社会学A

家族社会学B

国際関係論

国際政治学

ー

人
間
理
解

発達心理学A

発達心理学B

社会心理学

カウンセリング論（含心理テスト）

ー

対
人
援
助

援
助
の
基
礎

障害者福祉論

医療福祉論A

医療福祉論B

精神保健福祉援助技術各論

ー

援
助
の
展
開

ソーシャルワーク演習Ⅰ

ソーシャルワーク演習Ⅱ

ソーシャルワーク演習Ⅲ

精神保健福祉援助演習

ソーシャルワーク実習

ー

福
祉
デ
ザ
イ
ン

ー
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授業科目の名称

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考配当年次

福祉科学特殊講義A 3・4 前 2 ○ 1

福祉科学特殊講義B 3・4 後 2 ○ 1

小計（２科目） ー 2 4 0 1 1 0 0 0

社会福祉演習 3・4 通 8 ○ 6 8 2

小計(１科目） ー 4 8 0 6 8 2 0 0

教科教育法(社会・公民）A 3 前 2 ○ 兼１ 集中

教科教育法(社会・公民）B 3 後 2 ○ 兼１ 集中

教育実習(中学校）Ⅰ 4 2 ○

教育実習(中学校）Ⅱ 4 2 ○

教育実習(高等学校）Ⅰ 4 2 ○

教育実習(高等学校）Ⅱ 4 2 ○

小計(６科目） ー 0 12 0 0 0 0 0 0 兼1

海外協定大学修得科目 4

海外研修(海外社会福祉事情） 1・2・3・4 通 8 ○

小計（１科目） ー 0 8 0

卒業論文 4 通 8 6 8 2 0 0

ー 88 0 6 8 2 0 0 兼19

全学共通科目36単位（内、情報科目2単位、外国語科目12単位とする）、

専門教育科目88単位を含む合計124単位以上を履修すること。

（履修科目の登録の上限：４８単位(年間））

ー

ー

教
職
科
目

ー

ー

授業期間等

合計（９４科目） ー

学位又は称号 学士（社会福祉学） 学位又は学科の分野 社会福祉学

教　　　　育　　　　課　　　　程　　　　の　　　　編　　　　成　　　　方　　　　針

地域社会におけるさまざまな人間（高齢者、児童、障害者、生活困窮者、定住外国人など）の自立能力や意欲を高めるための専門的
な知識と技術に基づいて支援を行う専門職業人（社会福祉士、精神保健福祉士）を養成するための科目と社会福祉に係る新たな事業
を企画・遂行できる実践的な力量を備えた人材を育成するための科目を中心に編成する。

卒業要件及び履修方法

１時限の授業時間 ９０　　分

１学年の学期区分 ２　　期

１学期の授業期間 １５　　週
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